
な
お
、
接
ぎ
木
苗
は
「
つ
る
割
れ
病
」
対

策
に
有
効
で
す
し
、
果
実
表
面
に
白
い
粉
が

ふ
い
て
い
な
い
ブ
ル
ー
ム
レ
ス
キ
ュ
ウ
リ
が

収
穫
で
き
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

●
白
イ
ボ
系
品
種

家
庭
菜
園
向
き
の
作
り
や
す
い
品
種
と
し

て
は
、
べ
と
病
や
う
ど
ん
こ
病
に
強
い

’つ

ば
さ
‘、
草
勢
が
強
く
、
耐
暑
性
に
優
れ
て
い

て
収
量
の
多
い

’北
進
‘、
暑
さ
に
強
く
果
実

の
色
つ
や
が
よ
い

’南
進
‘、
ウ
イ
ル
ス
病
に

強
く
栽
培
し
や
す
い

’Ｖ
ロ
ー
ド
‘、
う
ど
ん

こ
病
や
べ
と
病
に
強
く
薬
剤
散
布
回
数
が
軽

減
で
き
る

’夏
す
ず
み
‘、
生
育
初
期
か
ら
安

定
し
た
収
穫
が
可
能
な

’夏
ば
や
し
‘
な
ど

が
お
す
す
め
で
す
。

●
四
葉

す
う
よ
う

系
品
種

果
実
の
長
さ
が
２１
〜
２２
㎝
と
短
め
の

’シ

ャ
キ
ッ
ト
‘、
果
肉
の
歯
切
れ
が
よ
く
収
量
が

多
い

’鈴
成
四
葉
‘、
食
味
が
よ
く
漬
物
用
に

最
適
な

’さ
ち
か
ぜ
‘
な
ど
は
、
ぜ
ひ
作
っ

て
み
た
い
品
種
で
す
。

●
地
這ば

い
品
種

’青
長
系
地
這
‘
’霜
知
ら
ず
地
這
‘
な
ど

の
品
種
が
、
作
り
や
す
く
て
お
す
す
め
で
す
。

●
地
方
品
種

’相
模
半
白
節
成
‘
’加
賀
太
‘
な
ど
が
あ

り
、
昔
懐
か
し
い
あ
の
味
を
自
分
で
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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キ
ュ
ウ
リ
の
原
産
地
は
、
イ
ン
ド
北
西
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
地
帯
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
西
部
ア
ジ
ア
で
は
3

0
0
0
年
以
上
前
か
ら
す
で
に
そ
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

中
国
へ
は
、
「
胡
瓜
」
の
文
字
が
示
す
通

り
西
域
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
導
入
さ
れ
て

お
り
、
時
代
は
紀
元
前
1
2
2
年
、
漢
の
武

帝
の
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
中

国
国
内
へ
広
ま
り
、
6
世
紀
の
始
め
に
は
一

般
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
7
4
0
年
ご
ろ
、

唐
の
玄
宗
皇
帝
の
時
代
に
は
、
す
で
に
火
室

を
利
用
し
た
早
作
り
の
技
術
が
発
達
し
、
2

月
中
旬
に
は
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
国
へ
は
、
１０
世
紀
以
前
に
マ
ク
ワ
ウ

リ
よ
り
遅
れ
て
伝
来
し
、『
本
草
和
名
』（
9

1
8
年
）
に
「
胡
瓜
」
の
名
が
初
め
て
見
ら

れ
ま
す
。

雌
雄
異
花
の
つ
る
性
一
年
草
で
、
生
育
適

温
は
１８
〜
２８
℃
と
冷
涼
な
気
候
を
好
み
ま
す
。

た
だ
し
、
霜
に
は
弱
く
、
１０
〜
１２
℃
以
下
で

は
生
育
し
ま
せ
ん
。
キ
ュ
ウ
リ
は
果
菜
類
の

中
で
も
、
発
芽
か
ら
収
穫
ま
で
が
お
よ
そ
６０

日
と
短
く
、
ま
た
開
花
か
ら
7
日
程
度
で
収

穫
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
適
期
を
逃
さ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。

その● キュウリ ―みずみずしい夏野菜の代表―3

藤田
ふじ た

智
さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

キュウリはヒマラヤ山麓で生まれ、シルクロードを経

て中国、日本へもたらされました。３０００年以上前から人

の手で植えられ、８世紀の中国では早作りまで行われて

いたという、長い栽培の歴史を持っています。

涼しい気候を好む割には低温に弱く、少し目を離せば

あっという間に実が巨大化してしまうキュウリ。目の届

く庭先やベランダで、しっかり観察しながら育ててくだ

さい。

シャッキリとした歯ごた
え、みずみずしい味わい
が愛されているキュウリ。

キュウリの雌花。

主
な
品
種

キ
ュ
ウ
リ
の
原
産
地
と

伝
播

キ
ュ
ウ
リ
の
特
徴



よ
い
で
し
ょ
う
。
１２
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
2
粒

の
タ
ネ
を
ま
き
、
発
芽
し
て
本
葉
が
１
枚
展

開
し
た
ら
１
本
に
間
引
い
て
育
て
ま
す
。
ポ

ッ
ト
で
３０
日
間
育
苗
す
る
の
で
、
週
に
１
回

5
0
0
倍
液
肥
を
水
や
り
を
兼
ね
て
施
し
、

肥
切
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
タ
ネ
ま
き
か

ら
３０
日
、
本
葉
が
3
〜
4
枚
程
度
に
生
長
し

た
ら
植
え
付
け
適
期
で
す
（
第
1
図
）。

②
苗
を
購
入
す
る
場
合

遅
霜
の
心
配
が
な
く
な
る
、
4
月
下
旬
〜

5
月
上
旬
に
苗
を
購
入
し
ま
す
。
前
述
の
通

り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
植
え
付
け
適
期
苗
は
本
葉

3
〜
4
枚
程
度
の
大
き
さ
で
す
。
苗
を
購
入

す
る
時
は
、
双
葉
が
し
っ
か
り
つ
い
て
い
る

こ
と
、
節
間
が
つ
ま
り
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る

こ
と
、
葉
色
が
濃
く
、
病
害
虫
に
や
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
根
鉢
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
び
ま
し
ょ
う

（
第
2
図
）。
ま
た
、
接
ぎ
木
苗
は
高
価
で
す

が
、
病
害
な
ど
に
強
く
育
て
や
す
い
の
で
お

す
す
め
で
す
。

③
苗
の
植
え
付
け

直
径
３０
㎝
、
深
さ
３０
㎝
の
コ
ン
テ
ナ
の
底

に
鉢
底
ネ
ッ
ト
を
敷
き
、
底
が
見
え
な
く
な

つ
る
性
の
キ
ュ
ウ
リ
は
草
丈
が
2
ｍ
以
上

に
生
長
し
、
ま
た
栽
培
も
3
カ
月
程
度
続
く

の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
２５
r
以
上
の
大
型
の
も

の
を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
コ
ン
テ

ナ
の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の
培
養
土
、
長

さ
2
ｍ
以
上
の
支
柱
竹
3
本
、
誘
引
用
の
ひ
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キュウリの接ぎ木苗。病害に強く作りや
すい。

栽
培
方
法

も
、
鉢
底
ネ
ッ
ト
、
移
植
ゴ
テ
、
ハ
サ
ミ
な

ど
を
準
備
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
の
場
合
、
タ
ネ
か
ら
育

て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
苗
を
購
入
し
て

植
え
付
け
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
タ
ネ
か
ら
育
て
る
場
合

タ
ネ
は
直
ま
き
も
で
き
ま
す
が
、
直
径
１２

㎝
程
度
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
で
育
苗
す
る
方
が
無

難
で
す
。
ま
き
時
は
、
4
月
中
旬
〜
6
月
が

第2図 よい苗の選び方 第1図 タネまき・育苗

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1

タ
ネ
ま
き
と

苗
の
植
え
付
け

2

る
く
ら
い
の
軽
石
を
入
れ
ま
す
。
次
い
で
培

養
土
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
ま
す
が
、
こ
の
時

ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
2
㎝
く
ら
い
と
る

よ
う
に
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
の
中
央
に
植
え

おすすめキュウリあれこれ

‘夏すずみ’
栽培がやさしく、減農薬栽培
をしたい家庭菜園にも向いて
いる。

‘つばさ’
耐暑性と耐病性に優れる、夏
秋用の短形白イボキュウリ。

‘シャキット’
四葉系キュウリの歯切れのよ
さに、みずみずしさを加えた
味わい深い食味をもつ。

白イボ系品種 四葉系品種

‘青長系地這’
暑さや病気に強く、
果実は濃緑の短形
白イボ。

‘加賀太’
果長22～27㎝、果
径６～７㎝の白イ
ボ太キュウリ。果
肉は厚いがやわら
かく、食味、日も
ちがよい。

地這い品種 地方品種

12㎝ポリポット

覆土は１㎝ほど。

定植適期苗

発芽～本葉１枚で１本に間引く。

2粒まきにする。

タネまき30日
後、本葉3～
4枚程度。

a

b

本葉3～4枚
程度。

節間がつまり、
ガッチリして
いる。

葉の裏表に
病害虫がない。

葉の色が濃い。

根鉢ができて
いる。

双葉がしっ
かりついて
いる。

白い根が
出ている。

※地方品種は取り扱いがないものもございますので、ご了承ください。



穴
を
掘
り
、
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て

植
え
付
け
ま
す
。
植
え
付
け
後
は
た
っ
ぷ
り

と
水
や
り
し
て
お
き
ま
す
（
第
3
図
）。

植
え
付
け
後
、
支
柱
を
立
て
て
苗
を
誘
引

し
ま
す
。
立
て
る
支
柱
の
本
数
は
１
本
、
3

本
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
3
本
の
支

柱
を
立
て
、
上
部
を
ひ
も
で
結
ぶ
タ
イ
プ
で

行
い
ま
す
。
最
近
は
、
コ
ン
テ
ナ
用
土
に
挿

し
た
支
柱
を
支
え
る
器
具
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

利
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

支
柱
を
立
て
た
ら
、
植
え
付
け
た
苗
を
誘

引
し
ま
す
。
細
長
い
プ
ラ
ン
タ
ー
に
2
株
を

植
え
付
け
る
場
合
は
、
苗
の
後
方
へ
格
子
状

に
支
柱
を
立
て
、
つ
る
を
誘
引
し
ま
す
。
こ

の
後
は
週
１
回
を
目
安
に
、
つ
る
を
支
柱
へ

定
期
的
に
誘
引
し
ま
す
（
第
4
図
）。

親
づ
る
の
5
〜
6
節
ま
で
（
地
際
か
ら
３０

㎝
く
ら
い
ま
で
）
の
子
づ
る
は
、
す
べ
て
摘

み
と
り
ま
す
。
そ
の
上
か
ら
出
る
子
づ
る
は

１
〜
2
節
で
摘
芯
し
、
親
づ
る
１
本
仕
立
て

と
し
ま
す
。
親
づ
る
が
支
柱
の
高
さ
に
達
し

た
ら
摘
芯
し
ま
す
（
第
5
図
）。

肥
切
れ
し
な
い
よ
う
に
、
月
2
回
、
１
株

当
た
り
化
成
肥
料
１０
ｇ
を
用
土
の
表
面
に
追

肥
し
ま
す
。
乾
燥
が
続
く
高
温
期
は
、
朝
か

夕
方
に
十
分
水
や
り
を
行
い
ま
す
。

べ
と
病
に
は
ビ
ス
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
、
う

ど
ん
こ
病
に
カ
リ
グ
リ
ー
ン
を
散
布
し
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
や
粘
着
く

ん
液
剤
を
、
ウ
リ
ハ
ム
シ
に
は
マ
ラ
ソ
ン
乳

剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

最
初
の
2
〜
3
果
は
、
株
を
疲
れ
さ
せ
な

い
た
め
若
ど
り
に
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、

１８
〜
２０
㎝
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
収

穫
し
ま
し
ょ
う
。
う
っ
か
り
見
逃
す
と
ヘ
チ

マ
み
た
い
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
（
第
6
図
）。
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秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK趣
味の園芸・わが家の片隅でおいし
い野菜を作る」（NHK出版）など
多数。

藤田 智
（ふじた さとし）

第5図 整 枝

第6図 収 穫

収
穫

7

第4図 支柱立て

8の字に誘引する。

支柱を3本立て、上部
をひもでしばる。

支
柱
立
て
・
誘
引

3

整
枝

4

水
や
り
・
追
肥

5

第3図 植え付け

直径30㎝

深さ
30㎝

qコンテナの底に鉢底
ネットを敷く。

e培養土を入れる。

w底が見えなく
なるくらいに
軽石を敷く。

t植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

rコンテナの
中央に植え
穴を掘る。

ウオータース
ペースを2㎝
くらいとる。

ポリポットから、根鉢を崩さない
ように抜き、植え付ける。

植え穴を
掘る。

〈2条植えの場合〉

親づるは、支柱より
高く伸びたら摘芯。

親づる

子づる

手の届く所ま
での子づるは、
1～2節で摘
芯する。

長さ18～20㎝で
どんどん収穫。

地際から30㎝
くらいは、す
べての子づる
をとる。

子づるは１～2
節で摘芯する。

子づる

親づる

支柱の端につるが届いたら、
つるの先端を摘芯する。

収穫適期のキュウリ。うっかり
見逃すとどんどん大きくなり、
まずくなってしまうので注意。

病
害
虫

6

目標
１株につき
15～20本
くらい！


